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歩
く
・
見
る
こ
と
で
知
る
沖
縄
・

語
る
こ
と
で
見
え
る
沖
縄
が
あ
る

５
・
１
５
オ
キ
ナ
ワ
平
和
行
進

５
月
１
６
日
（
金
）
～
１
９
日
（
月
）

沖
縄
日
本
復
帰
５
３
周
年
５
・
１
５
平
和
行

進
・
県
民
大
会
が
５
月
１
６
日
（
金
）
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。

田
川
地
区
平
和
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
４
年
か

ら
参
加
し
、
現
在
は
県
平
和
セ
ン
タ
ー
全
体
の

取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
大
平
洋
戦
争
で
は
、
日
本
本
土
を

防
衛
す
る
「
捨
石
」
に
さ
れ
た
結
果
、
日
本
で

唯
一
地
上
戦
の
現
場
と
な
り
、
沖
縄
県
民
の
４

分
の
１
に
あ
た
る
１
２
万
人
以
上
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
平
和
行
進
・
県
民
大
会
の
参
加
、

山
形
県
人
会
・
中
部
地
区
労
等
の
懇
談
を
通

し
、
全
国
の
基
地
の
約
７
０
％
が
あ
る
沖
縄
の

現
状
を
学
び
ま
す
。

田
川
地
区
か
ら
ら
２
人
派
遣
し
ま
す
。
そ
の

た
め
の
カ
ン
パ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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被
爆
８
０
周
年
山
形
県
平
和
大
会

７
月
１
９
日
（
土
）
山
形
市

講
師:
秋
葉
忠
利
元
広
島
市
長

原
水
爆
禁
止
国
民
会
議
顧
問
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
，
理
事
長

原
水
爆
禁
止
広
島
県
協
議
会
代
表
委
員
，

戦
争
を
さ
せ
な
い
ヒ
ロ
シ
マ
１
０
０
０
人

委
員
会
呼
び
掛
け
人
代
表

各
単
組
に
参
加
を
要
請
し
ま
す
。

戦
後
８
０
年
、
戦
争
の
歴
史
を
忘
れ
ず
、
平
和
運
動
を
推
進
し
よ
う
！

５
・
１
５
オ
キ
ナ
ワ
平
和
行
進
、
原
水
禁
世
界
大
会
、
ヒ
ロ
シ
マ
子
ど
も
平
和
使
節
団

2025/２/５

ヒ
ロ
シ
マ
で
学
ぼ
う
平
和
の
心

第
４
０
次
ヒ
ロ
シ
マ
子
ど
も
平
和
使
節
団

８
月
４
日
（
月
）
～
６
日
（
水
）
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
各
２
人
（
合
計
６
人
）
募
集

全
国
・
そ
し
て
山
形
県
内
で
働
く
労
働
者
が

核
兵
器
を
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず

そ
し
て
「
子
ど
も
た
ち
を
二
度
と
戦
場
に
送
る

な
」
と
訴
え
平
和
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
子
ど
も
使
節
団
」
は
、
直
接
広
島

を
訪
れ
、
現
地
で
体
験
し
、
学
び
、
戦
争
・
核
兵

器
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
企
画
さ
れ
、
山
形
県
平
和
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し

て
い
ま
す
。

県
内
を
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
今
年
は
第

４
０
次
で
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
庄
内
・
最
上
・
北
村

山
）
か
ら
の
派
遣
と
な
り
、
新
庄
駅
か
ら
新
幹
線

で
往
復
し
ま
す
。
被
爆
者
の
体
験
談
、
原
爆
資
料

館
、
碑
巡
り
等
を
体
験
し
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

使
節
団
の
自
己
負
担
は
１
万
円
で
そ
の
他
の
費

用
は
県
教
組
・
高
教
組
・
平
和
セ
ン
タ
ー
が
負
担

し
ま
す
。
是
非
、
子
ど
も
さ
ん
を
参
加
さ
せ
て
下

さ
い
。
引
率
者
も
教
組
を
中
心
に
募
集
し
ま
す
。

見
て
、
聞
い
て
ヒ
ロ
シ
マ
を
学
ぼ
う

！

２
０
２
５
被
爆
８
０
周
年
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
（
広
島
大
会
）

８
月
４
日
（
月
）
～
６
日
（
水
）

２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会(

日
本
被
団
協)

に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
は
、
授

賞
理
由
と
し
て
、
被
爆
者(

ヒ
バ
ク
シ
ャ)

た
ち

に
よ
る
地
道
な
活
動
が
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
目
指
し
て
尽
力
し
、
核
兵
器
が
二
度
と
使
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
証
言
を
通
じ
て
示
し

て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

広
島
大
会
に
参
加
し
、
折
り
鶴
平
和
行
進
、

世
界
大
会
に
参
加
し
被
爆
者
の
体
験
談
を
聞
き

原
爆
資
館
や
平
和
公
園
の
碑
巡
る
を
通
し
、
心

の
声
を
聞
き
、
被
爆
の
歴
史
を
学
び
、
こ
れ
か

ら
の
平
和
運
動
に
つ
な
が
て
い
き
ま
す
。
２
人

派
遣
し
ま
す
。


